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各都道府県衛生主管部 ( 同 ) 

薬務 主管 課 御中 

厚生労働省医薬食品 局 審査管理課 

第十五改正日本薬局方正誤表の 送付について 

第十五改正日本薬局方 ( 平成 18 年 J 月 31 日厚生労働省告示第 285 号 ) にっきまし 

      別添 のとおり正誤表を 送付いたします ， 



  
第十五改正日本薬局方正誤表 
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上記の条件で 操   すると     メトロ 二ダノー 

@  へ 行 か め ピークの理論段数及びシンメトリー 係 
Ⅰ " " 

舞は ．それぞれ 3000 段以上． @ 以下であ る   

誤 

システムの性能Ⅱメトロ 二ダ ゾール 錠 」 の 

定 母法のシステム 適合性を準用する   
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(i ) 検黄 線の作成 会エ星型 宣里旦 全土星 
ヘパリン 20mIl9 を移動 相 2.0 血 』に溶かし標 
準溶液とする． 

( i ) 横量 線の作成 低 分子量 ヘ バリン標準 

里 20mg  を移動 相 2.OmL  に溶かし標準溶液 
とする   

889  右 丁 つつ 

本品は酢酸 (l00) に溶けやすく ， エ タノー 

ル (99.5) にほとんど溶けなく ，水に   めて 
溶けにくい   

本品は酢酸 (l ㏄ ) に溶けやすく ，木工 はエ 
タノール (99.5) に極めて溶けにくい． 
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この 波航 d, を正確に量り・ 内 標準溶液 20% 

。 IEffll     劫ねユ抑 えて   " 準溶     " 
とする． 

この海北山を 正確に貴 り ， 内 標準溶液 20m 止 
を正確に加えて・ 標準溶液とする． 
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(4) 類縁物質 本品 0.05e を アセト ニトリ   
動 相を加えて 25m 止 とし・試料溶液とする   
この 波 lmL. を正確に母 り     動 相を加えて 
正確に loomL とし 標曄 溶液とする．試料 

溶液及び標準溶液 l0    し にっき．次の 条件 

で液は ; クロマトバラフィーロ． 07> により試 

験を行い，それぞれの 液の各々のピーク 面積 

を自動積分法により 測定するとき ，試料溶液 

の プ チクラン以外のピークの 合計面積は・ 標 

準溶液の プ チクランのピーク 面積より大き 

くない． 

(4) 類縁物質 本品。 0.05e を アセト ニトリ 
ル 50@L, に 溶かし試料溶液とする． ニの液 

@L を正確に 且リ   ア セト ニトリルを加え 

一て正確に loomL とし・標準溶液とする． 試   
科溶液及 び 標準溶液 2iiL ずつを正確にと 

り． 次の条件で液体クロマトバラフ イ 一   
仁． 07) により諸敬を 行い・それぞれの 液の 
各々のビーク 面積を自動積分法により 測定 

するとき・試料溶液の メ チクラン以外のピー 

クの合計面積は ，標準溶液の プ チクランのビ 

一ク 面積より大きくない   


